







により 1 日あたり約 5% の感染リスクが増大し，































挿入期間 11.04 日，BI: 6.02 点で，B 群は平均挿
入期間 19 日，BI: 2.85 点であった．A 群の BI
と尿道カテーテル留置期間との相関は r=-0.549
であった．A 群と B 群のうち，移乗 BI：0 で自
排尿が可能となったのは 19 人中 1 名で，残り
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48 木村紘到，他
両群ともに抜去時の意識レベル (JCS) は，8 割






大脳半球が 28 名，右大脳半球が 19 名であった．
両側大脳が 8 名，小脳が 5 名，脳幹が 3 名で
あった．このうち，A 群は左大脳半球が 21 名，
右大脳半球が 15 名，小脳が 5 名，脳幹が 4 名，
両側が4名であった．B群は，左大脳半球が7名，
右大脳半球が 4 名，小脳が 1 名，脳幹が 0 名で
あった．
４．移乗の BI との関連
　A 群の移乗 BI 平均は 6.02 点，B 群の移乗 BI
平均は2.85点であった．A群のBIと尿道カテー
テル挿入期間との相関係数は r-0.549 と高い負
の相関が得られた．A 群と B 群の中で，移乗
BI が 0 点で 7 病日以内に尿道カテーテルが抜
去された例は 19 名であった．このうち再挿入
に至らなかった症例は 19 名中 1 名で，8 名は









者が JCS 1 桁で抜去されていたため，カテーテ
ル抜去時期の意識レベルの差も見られなかっ















た．A群とB群の，移乗のBarthel Index: BI (日













A 群が 49 名，B 群が 14 名であった．
１．尿道カテーテル挿入期間
　対象者 63 名の尿道カテーテル平均挿入期間
は 12.9 日（中央値 9 日）であった．抜去が最
も早いのは3日で，最も遅いのは42日であった．
　A 群の平均挿入期間は 11.04 日（中央値 8）で，





　脳梗塞は 43 名，脳出血は 20 名であった．男
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